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図1-2-7　病院長から見たときの必要な病院医師数（現状＝100）
日本医師会「医師確保のための実態調査」より
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*常勤医師数の中には、研修医数が含まれていることに注意。
*美容外科はn 数が29 と非常に小さいため、グラフから除外。

内科が100未満の理由（仮説）：
　常勤医師数の中に研修医数が含まれ
ており、内科は初期研修期間が長いた
め、内科の現医師数が臨床現場の実態
よりも大きくなっている可能性が高い。
　たとえば、分母の現医師数から初期研
修医数（内科の研修期間6ヵ月を基に按
分計算）を除くと、内科は108（参考値）と
なる。同様に計すると、外科は112（参考
値）となる。

 

 


